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2012年 2月のカナダにおけるオーロラ・VLF波動の高速観測キャンペーン（VLF-
Chain）の初期結果
Preliminary report of VLF Campaign observation with High-resolution Aurora Imaging
Network (VLF-Chain) over Canada
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VLF/ELF帯のホイッスラー波動は、特にディフューズオーロラを光らせる 10keV以上の高エネルギー電子や、MeVエ
ネルギーに至る放射線帯電子と、磁気圏の赤道面付近で相互作用して、粒子のピッチ角散乱や加速を引き起こすことが
理論的に予想されている。このような波動粒子相互作用は、ULF帯の波動とあわせて、パルセィティングオーロラやフ
リッカリングオーロラなど、0.1-10Hzのオーロラ変動の原因に関係していると考えられている。しかし、高時間分解能の
データを用いたオーロラ画像、VLF/ELF/ULF波動の波形、ソースとなる磁気圏・電離圏での衛星観測の比較はこれまで
ほとんど行われていない。そこで私たちは、2012年 2月 16-26日にカナダ・アルバータ州の Athabasca(54.72N, 246.69E,
MLAT=61.3)および Fort Vermillion(58.38N, 243.99E, MLAT=64.5)に、ループアンテナと高速のオーロラ観測カメラを設
置し、既存の誘導磁力計とも組み合わせて、これまでにない最高時間分解能のオーロラ画像と VLF/ELF/ULF波動の同時
観測キャンペーンを行う。ループアンテナは 100kHzサンプリングで東西・南北の磁界成分を常時観測し、GPS受信器
から発生する 1秒パルスを使って正確な時刻同期を行う。また、オーロラ観測は、ビデオレート（30Hzサンプリング）
の可視域全天カメラを両観測点に設置し、オーロラの高速撮像を行うとともに、BG3フィルターを取り付けた狭視野の
EMCCDカメラを Athabascaから北の Fort Vermillionに向けて 100Hzで画像を取得し、パルセイティングオーロラの高
さ変動を撮像観測する。この光学観測も、GPS受信器の 1秒パルスによる LEDの光信号を使って時刻同期を行う。さら
に狭視野の小型 CCDカメラや、Athabascaに既存の誘導磁力計、プロトンフォトメータ、夜間大気光観測用の高感度全
天冷却 CCDカメラ、LF帯標準電波受信器などを組み合わせ、上空を飛翔する THEMIS衛星、れいめい衛星、NOAA衛
星、DMSP衛星などのデータも合わせて、オーロラ帯からサブオーロラ帯にかけての VLF/ELF/ULF波動とオーロラの
総合観測を行う。講演では、これらのキャンペーンの初期結果を報告する。
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